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〈は しがき〉

本研究は,腸 管上皮細胞がOCTNsな どの細胞膜 トランスポーターを通 して

細菌産生物質を吸収することで腸内環境を認識 し,そ れに応 じて細胞態度を

変化させ,腸 管ホメオスターシスを維持するとい う,ユ ニ0ク な宿主一腸内細

菌問応答機構の存在を世界で初めて示 した ものである.本 研究で同定 した2

種類の細菌ペプチ ドは,腸 管炎症の新規治療薬 として臨床応用が期待される.
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